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持
続
可
能
な
環
境
と
経
済
を
目
指
す

ダ
ー
ジ
リ
ン
、マ
カ
イ
バ
リ
茶
園
の
プ
瞑
ン
ェ
ク
ト

贖
ぽ
陛̈
哺諄
ド
」

悠
久
の
“
史
の
中
で
　
哲
■
や
文
化
　
宗

教
を
Ｌ
界
に
発
信
し
て
き
た
イ
ン
ド
．
多
言

一
Ｔ

多
民
族
　
多
文
化
が
混
在
す
る
匡
人
な

国
イ
ン
ド
は
今
　
そ
の
Ｆ
覺
の
　
瑞
で
急
激

な
変
化
を
送
げ
て
い
る
．

著
し
い
仲
び
を
見
せ
る
●
一●
成
長
　
物
質

的
に
÷
か
に
な
る
人
々
の
生
活
．
世
卜
の
注

目
が
、
イ
ン
ト
の
う
ざ
ま
し
い
変
化
に
向
け

ら
れ
て
い
る

一
方
で
　
山
岳
部
ダ
ー
シ
リ
ン

に
お
い
て
、
そ
の
収
り
組
み
が
世
界
中
か
ら

，
日
を
浴
び
て
い
る

一
人
の
イ
ン
ド
人
権
Ｉ

者
が
い
ろ
．

■
社
可
能
な
”Ｉ
Ｉ
と
は
何
な
の
か
．
「人

‐
、

環
境
」

経
営
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
タ
ー

シ
リ
ン
　
マ
カ
／
バ
リ
茶
同
が
実
践
す
る
、

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
■
点
に
立

っ
た
茶
同
“

■
を
紹
介
し
て
い
く

あ
る
試
み
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石
井
博
子
（リ
カ
ス
リ
ジ
バ
／専
務
取
締
３

「
Ｉ
ｔ
の
ｒ
地
」
ダ
ー
ジ
リ
ン
は
、
す
べ

ッ
ト
語
の
ド
ル
シ

ェ
リ
ン

一）
８
，

口
一̈ｔ

に
山
来
す
る
．
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
―――
々
を
見
減
す

ダ
ー
プ
リ
ン
は
現
イー‥
、
イ
ン
ド
西
ベ
ン
ガ
ル

州
に
属
す
が
　
イ
ン
ト
が
共
同
支
配
ド
に
あ

っ
た
十
九
世
紀
に
　
■
国
人
が
庁
ヽ
地
と
Ｌ

て
開
発
を
進
め
た
　
卜
九
匹
記
中
頃
か
ら
、

■
国
人
に
よ
っ
て
裁
キ
さ
れ
た
ヶ
ｌ
ジ
リ
ン

，
茶
は
　
，
口
に
，
る
ま
で
世
界
の
銘
茶
と

呼
ば
れ
る
は
ど
●
名
に
な
つ
た
．

ダ
ー
シ
リ
ン
は
、
ネ
パ
ー
ル
と
同
■
を
，

し
、
Ｌ
史
的
背
景
か
』
■
民
の
●
人
●
％
が

ヽ
パ
ー
ル
か
ら
の
杉
民
者
や
　
ゴ
ル
カ
■
の

人
蕎
で
あ
る
．
現
在
で
も
ゴ
ル
カ
ラ
ン
ド
独

―ヽ
に
向
け
て
の
動
き
は
絶
え
ず
、
そ
の
た
め

ダ
ー
ジ
リ
ン
地
区
の
行
政
の
　
部
は
　
両
べ

ン
，
ル
州
か
ら
行
政
権
限
を
委
訣
さ
れ
る
形

で
、
行
政
桂
門
で
あ
る
ダ
ー
プ
リ
ン
　
ゴ
ル

力
Ｆ
陵
計
議
会

一υ
ミ
●
３

一に

Ｏ
ε
〓
〓

〓
一一
ｏ
ｏ
匡
言
一一

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
．

ダ
ー
ン
リ
ン
に
は
●
人
■
の
茶
同
が
あ
る

が
、
現
在
最
も
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
る

の
が
、
労
使
問
題
で
あ
る

一
般
的
に
多
く
の
共
同
で
は
、
茶
前
み
や

Ｌ
場
な
ど
の
現
場
労
働
に
ネ
パ
ー
ル
系
の

人
々
が
従
事
し
　
■
理
職
に
ネ
パ
ー
ル
系
や

山
岳
部
出
身
で
は
な
い
人
々
が
従
■
す
る
性

図
が
で
き
あ
が
つ
て
い
る
．

茶
国
の
オ
ー
ナ
ー
と
い
う
職
業
は
、
イ
ン

ド
で
は
身
分
が
高
い
．
彼
ら
は
山
Ｆ
部
の
茶

同
で
は
■
活
せ
す
　
コ
ル
カ
ク
や
そ
の
他
の

人
部
市
に
居
を
情
え
る
．
従

っ
て
　
茶
同
の

経
営
は
、
■
わ
れ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
っ
て

指
＝
さ
れ
る
の
で
あ
る
．
一に
わ
れ
マ
ネ
ー
ブ

ャ
ー
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
者
の
ほ
と
ん
ど

は
、
茶
国
の
内
部
出
身
■
で
は
な
く
、
外
部

か
ら
派
遣
さ
れ
た
大
都
市
出
身
者
で
あ
る
こ

と
が
多
Ｌ

通
常
、
一“
わ
れ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
任
期
は
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た̈
十

　
”
オ
れ

ヽ
イ
ー
シ

、
―

の
任
■

は

数
年
ほ
ど
で
あ
る
．
限
ら
れ
た
短
い
時
間
に
、

一Ｐ
わ
れ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
結
果
を
―――
そ
う
と

躍
起
に
な
り
、
茶
同
労
働
者
た
ち
の
労
働
環

境
や
生
活
改
善
な
ど
の
ケ
ア
ま
で
Ｈ
が
行
き

届
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
茶
同
の
外

部
出
身
者
で
あ
る
●
わ
れ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

と
っ
て
　
茶
日
労
働
者
の
多
く
が
抱
え
る
ゴ

ル
カ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
理
解
す
る
こ

と
は
難
し
く
　
そ
の
こ
と
が
茶
同
労
働
者
と

の
心
理
的
泄
を
深
め
る
こ
と
も
あ
る
．

絣
果
ば
か
り
に
執
着
し
、
茶
同
労
働
者
へ

の
ケ
ア
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
結
果
、
近
年

で
は
、
本
国
労
働
者
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が

起
き
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
茶
同
が
閉
鎖
に
追

い
込
ま
れ
る
尋
態
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
．

厚
罰

則

マ
カ
イ
バ
リ
茶
回
は

一
人
四
●
年
代
に
イ

ギ
リ
ス
人
　
サ
ム
ラ
ー
に
よ
っ
て
紅
茶
の
面

木
が
植
林
さ
れ
た
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
地
方
で
長

い
歴
史
を
持
つ
茶
同
の
一
つ
で
あ
る
。　
一
人

五
六
■
、
す
ム
ラ
ー
は
商
業
目
的
と
し
て
ダ

ー
ジ
リ
ン
で
紅
茶
晨
国
を
開
始
し
、　
一
人
五

ｔ
年
に
Ｃ
　
Ｃ
　
バ
ナ
シ
ー
に
営
業
権
を
談

渡
　
同
年
に
製
茶
Ｌ
場
を
設
■
し
　
　
人
五

九
年
に
は
マ
カ
イ
バ
リ
茶
国

（ヒ
一̈
ズ
・
〓
亀
一

↓
奮
●
コ
‘
営
３
一
の
名
を
正
式
登
録
し
た
．

以
後
、
現
四
代
日
茶
同
主
ス
ワ
ラ
ー
ジ
　
ク

マ
ー
ル
　
バ
ナ
ジ
ー

（以
ド
、
バ
ナ
ジ
ー
一

に
至
る
約
百
五
十
年
間
、
ベ
ン
ガ
ル
人
で
あ

る
バ
ナ
ン
ー
家
が
本
国
の
人
々
と
共
に
生
活

し
、
茶
同
経
■
ダ
を
行
っ
て
い
る
。

「
マ
カ
イ
」
と
は
，
ベ
ッ
ト
語
で

「ト
ウ

モ
ロ
ヨ
シ
一
「バ
リ
」
と
は

「肥
沃
な
■
地
」

の
意
味
で
、
マ
カ
イ
パ
リ
茶
同
に
紅
茶
が
植

え
ら
れ
る
前
、
そ
の
胆
は
肥
浜
な
ト
ウ
モ
日

コ
ン
畑
だ
つ
た
。

イ
ン
ド
西
ベ
ン
ガ
ル
州
ダ
ー
ジ
リ
ン
地
方

に
設
立
さ
れ
た
マ
カ
イ
バ
リ
茶
回
は
、
良
質

な
証
茶
国
が
多
数
あ
る
カ
ー
シ
オ
ン
地
区

彙
ｃ
易
８
』̈
一
に
位
置
し
、
総
敷
地
面
積
が

六
百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
東
京
ド
ー
ム
の
約

百
四
十
″
倍
で
あ
る
．
そ
の
三
分
の
一　
一■

百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
茶
畑
に
、
残
り
の

三
分
の
二

一四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
原
生
林

の
ま
ま
成
さ
れ
、
，
数
の
野
上
動
物
が
生
息

し
て
い
る
．

標
高
約
千
　
百
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
マ

カ
イ
バ
リ
茶
回
は
四
つ
の
山
に
ま
た
が
り

ｔ
つ
の
村
か
ら
な
っ
て
い
る
．
米
国
の
咬
地

内
に
は
約
六
百
八
十
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

（バ
ナ
ジ
ー
は

一従
業
員

一
と
呼
ば
ず

「
コ

１ヽ

ニ
テ
ィ
ー
」
と
呼
ぶ
．
以
Ｆ
、
マ

■ヽ

一
テ
ィ
ー
）
と
、
そ
の
家
族
約
ｉ
ｔ
百
人
が

暮
ら
し
て
い
る
．

現
在
の
マ
カ
イ
バ
リ
茶
回
を
率
い
る
バ
ナ

ン
ー
は
、
茶
国
で
■
ま
れ
育
ち
、
人
国
の
大

学
を
卒
業
後
、
エ
ン
ジ
エ
ア
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
た
．
し
か
し
芥
国
に
帰
４
中
、
森
の

中
で
落
馬
し
　
茶
国
の
人
々
に
助
け
て
も
ら

つ
た
。
彼
ら
の
心
の
温
か
さ
に
　
自
ら
の
原

点
が
茶
国
に
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
彼

は
　
家
業
の
茶
同
を
継
ぐ
こ
と
を
決
ま
す
る
．

バ
ナ
ジ
ー
が
不
日
に
■
っ
て
き
た
七
●
年

代
　
ダ
ー
シ
リ
ン
の
茶
畑
は
農
薬
や
化
学
肥

料
の
使
い
過
ぎ
で
寝
せ
て
い
た
。
そ
の
こ
と

に
非
常
に
街
撃
を
受
け
た
彼
は
　
独
学
で
濃

業
を
学
ん
だ
．
ル
ド
ル
フ
　
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

（
一
人
人
　
　
一
九
二
五
）
の
バ
イ
オ
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
晨
法
　
福
岡
正
信

一
一
九

一
三
　
一

の
自
然
農
法
、
マ
ハ
ト
マ
　
ガ
ン
ジ
ー

（

人
大
九
―
　
九
四
人
一
の
●
学
は
、
バ
ナ
ジ

ー
の
そ
の
後
の
茶
日
経
常
に
強
く
影
響
を
与

え
て
い
る
．

バ
ナ
ツ
ー
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
点
は
、

農
業
に
お
い
て
先
駆
的
な
哲
学
を
持
つ
だ
け

で
な
く
、
茶
日
経
営
に
お
い
て
も
異
色
の
茶

国
上
で
あ
る
こ
ル
一で
あ
る
．

既
述
し
た
が
　
一
般
的
に
イ
ン
ド
に
お
け

る
米
国
主
は
身
分
が
高
く
　
山
岳
部
の
茶
同

で
は
生
活
を
し
な
い
。
実
質
の
茶
日
経
常
は

，
わ
れ
マ
不
―
ジ
ャ
ー
に
任
せ
て
い
る
．
約

人
―
あ
る
ダ
ー
ブ
リ
ン
地
方
の
茶
同
で
　
茶

国
の
オ
ー
ナ
ー
山
ら
が
茶
日
に
住
み
、
芥
我

培
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
の
は
、
マ
カ
イ

バ
リ
茶
国
主
バ
ナ
ジ
ー
だ
け
で
あ
る
．

創
業
当
時
か
ら
バ
ナ
ジ
ー
家
が
茶
日
に
，

み
、
〓

■ヽ

ニ
テ
ィ
ー
と
共
に
茶
栽
培
に
取

り
組
ん
で
き
た
姿
勢
は
、
茶
国
内
で
強
い
支

持
を
得
て
い
る
と
共
に
、
そ
の
こ
と
は
約
百

五
卜
年
に
お
よ
ぶ
茶
同
史
の
中
で
大
き
な
ス

ト
ラ
イ
キ
を
経
験
す
る
こ
と
な
く
経
常
を
続

――
る
こ
と
が
で
き
た
要
因
と
一■
た
よ
う
。

バ
ナ
ツ
ー
は
，
Ｈ
ｔ
時
間
か
け
て
、
茶
畑

を
歩
く
，
上
や
茶
本
の
様
子
を
観
察
す
る
だ

け
で
な
く
　
茶
畑
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
た
め
で
も

あ
る
．
バ
ナ
ジ
ー
は
茶
同
で
働
く
約
六
百
八
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卜
人
の
一‘
削
を
す
べ
て
党
え
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
気
さ
く
な
彼
の
人
柄
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
人
々
の
身
の
Ｉ
Ｉ
談
に
の
る
ほ
ど

で
あ
る
．
昼
食
ま
で
茶
畑
を
歩
き
　
午
後
か

』
身
の
上
相
談
に
の
リ
　
タ
方
に
一
日
の
成

果
報
告
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
く
の
が
彼
の

目
課
で
あ
る
．

紅
茶
に
関
わ
る
人
、
動
植
物
、
自
然
、
そ

れ
ら
す
べ
て
が
関
連
し
　
調
和
を
保
ち
、
良

い
状
態
で
あ
る
時
に
、
す
ば
ら
し
い
紅
茶
が

育
つ
、
と
バ
ナ
ジ
ー
は
考
ぇ
る
．

ま
残
す
．
自
然
の
サ
イ
ク
ル
を
乱
さ
ず
、
調

和
の
と
れ
た
中
で
良
質
な
紅
茶
を
生
産
す
る

た
め
に
必
要
な
比
率
は
、
マ
カ
イ
バ
リ
茶
日

で
は
　
対
二
な
の
で
あ
る
．

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
祝
点
に
，
っ
た
茶
固

経
営
に
農
葉
や
化
学
肥
料
は
必
要
な
い
．
燿

４
物
を
育
む
十
地
は
次
世
代
に
わ
た
る
ま
で

持
続
可
能
な
上
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

そ
の
た
め
農
葉
　
殺
虫
剤
、
除
草
剤
を
使
わ

ず
、
■
撲
、
油
か
す
、
枯
来
な
ど
の
有
機
肥

料
や
、
天
然
の
ハ
ー
プ
を
用
い
る
。
マ
カ
イ

バ
リ
茶
同
で
は
す
べ
て
の
茶
畑
に
お
い
て
三

十
年
以
Ｌ
全
く
農
葉
が
使
わ
れ
て
い
な
い
。

化
の
役
割
、
分
泌
の
役
割
な
ど
、
人
間
の
体

内
で
生
命
維
持
に
必
要
な
■
な
臓
器
の
役
割

（調
合
剤
）
が
上
に
撤
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

上
が
人
間
の
体
の
よ
う
に
働
き
始
め
　
生
命

力
豊
か
な
上
に
育
つ
と
考
え
る
の
で
あ
る
．

バ
イ
オ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
農
法
に
よ
っ
て
育

て
ら
れ
た
植
物
は
、
他
の
農
法
で
作
ら
れ
た

植
物
に
比
べ
、
生
命
力
あ
ふ
れ
　
そ
れ
を
ロ

に
し
た
人
間
に
活
力
を
与
え
て
く
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
．

マ
カ
イ
バ
リ
茶
国
で
は
バ
ナ
ン
ー
に
よ
っ

て

一
九
八
八
年
か
ら
す
べ
て
の
茶
畑
に
お
い

て
バ
イ
オ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
農
法
が
実
践
さ
れ

て
い
る
．

一
九
九
三
年
　
マ
カ
イ
バ
リ
茶
同
は
　
バ

イ
オ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
晨
法
の
認
定
団
体
で
あ

る
人
国
の
Ｕ
●
〓
８
１

（デ
メ
タ
ー
）
ょ
り
、

世
界
の
肛
不
足
国
で
第

一
号
の
パ
イ
オ
ダ
ィ

ナ
ミ
ッ
ク
農
法
の
認
定
を
受
け
た
。
以
後
、

こ
上
史
新
さ
れ
て
い
る
。

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
は
　
単
　
作
物
を

栽
培
す
る
モ
ツ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
対
し
て
使
わ

れ
る
言
葉
で
あ
る
。

マ
カ
イ
バ
リ
茶
日
で
は
多
●
多
様
な
植
物

の
中
で
，
茶
栽
培
を
行
う
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ

ー
を

、
　
一
―，ｔ
ｔ
ｉ
年
よ
り
実
践
し
て
い
る
。

人
層
か
ら
な
る
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
行

つヽ

こ
と
で
、
原
牛
林
の
中
で
動
物
が
野
生
の
ま

ま
生
息
で
き
る
だ
け
で
な
く
　
白
人
の
生
態

系
を
崩
す
一
，
一な
く
紅
茶
栽
培
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
．
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
突
如
と
し

て
起
こ
る
自
然
災
書
に
対
し
て
も
、
そ
の
書

駅
ま

贔

バ
ナ
ジ
ー
の
理
想
は
、
「自
然
と
の
詞
和
」

の
中
で
茶
栽
培
を
行
う
こ
と
で
ぁ
る
．
バ
ナ

ジ
ー
は

「ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

（口
ｏ
テ

０̈

」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
う
。
バ
ナ
ジ
ー
の
指

す
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、
全
体
的
な
葉
が

り
を
意
味
す
る
．
マ
カ
イ
バ
リ
茶
国
に
置
き

換
え
れ
ば
、
茶
を
含
む
植
物
　
動
物
　
空

気
　
水
　
人
間
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
の
一
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
“

開
係
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
お
互
い
に

調
和
の
と
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
が
理
想
的

で
あ
り
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
視
点
に
こ
っ

た
持
続
可
能
な
茶
曰
な
の
で
あ
る
．

約
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
マ
カ
イ
バ
リ
茶

国
の
政
地
は
　
三
分
の

一
だ
け
が
茶
畑
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。　
一
般
的
に
ダ
ー
ジ
つ

ン
の
茶
日
は
　
活
用
で
き
る
敷
地
は
な
る
べ

く
業
畑
に
あ
て
ら
れ
る
。
し
か
し
マ
カ
イ
バ

リ
茶
国
は
あ
え
て
一
分
の
一
を
原
■
林
の
ま

バ
ナ
ジ
ー
に
最
も
強
い
影
響
を
与
え
た
の

が
バ
イ
オ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
農
法
で
あ
る
．

バ
イ
オ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
農
法
と
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
人
智
学
者
ル
ド
ル
フ
　
シ
ュ
タ

イ
ナ
ー
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
農
法
で
、
有

機
栽
培
を
更
に
す
す
め
た
晨
法
で
あ
る
。
其

体
的
に
は
　
，
天
体
の
動
き
を
利
用
す
る
、

２
調
合
剤
を
用
い
る
、
●
動
物
と
の
共
ｔ
で

あ
る
。

私
た
ち
人
間
は
日
常
生
活
に
お
い
て
月
の

満
ち
矢
け
に
影
響
を
受
け
て
い
る
．
植
物
に

お
い
て
も
そ
れ
は
同
じ
で
あ
り
　
天
然
の
ハ

ー
プ
な
ど
か
ら
，
ら
れ
た
九
種
類
の
調
合
剤

を
用
い
る
こ
と
で
、
天
体
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
よ
り
受
け
や
す
い
■
作
り
を
す
る
の
で

あ
る
．

ま
た
バ
ナ
ツ
ー
は
、
上
記
に
加
え
、
九
種

類
の
調
合
剤
が
そ
れ
ぞ
れ
人
間
の
臓
器
の
役

割
を
呆
た
す
と
考
え
る
。
心
臓
の
役
割
　
消
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を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
．

第

一
膚

●
メ
ニ
林

第
　
層

一
マ
カ
イ
バ
リ
茶
国
に
常
植
し
て
い

る
マ
メ
科
で
Ｈ
陰
を
作
る
木

（ネ
ム
ノ
キ
な

ど
）

第
二
層

一
一
時
的
に
植
え
る
マ
メ
科
で
日
陰

を
作
る
木

（イ
ン
デ
イ
ゴ
な
ど
）

第
四
層

一
マ
メ
科
の
果
実
の
木

（
ユ
ー
ム
、

ガ
テ
マ
ラ
グ
ラ
ス
　
ネ
ビ
ア
グ
ラ
ス
な
ど
）

第
■
層

一茶
の
本

第
六
層

一様
々
な
種
類
の
雑
卓
、
ツ
ル
植
物
、

上
の
下
の
柿
物

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
祝
点
に
，
っ
た
，
米
栽
培
を
行
う
マ
カ

イ
バ
リ
米
国
の
根
本
的
理
念
と
も
言
え
る
．

マ
ル
チ
ン
グ
と
は
　
ガ
テ
マ
ラ
グ
ラ
ス
な

ど
の
草
本
を
上
表
に
致
き
詰
め
る
農
法
で
あ

る
。
こ
の
農
法
は
降
水
に
よ
る
衝
撃
を
緩
和

し
　
十
壌
の
流
出
を
防
ぐ
と
共
に
、
雑
草
の

成
長
を
制
御
す
る
．
早
魃
時
期
に
は
十
壊
の

水
分
を
保
湿
し
　
や
が
で
ガ
テ
マ
ラ
グ
ラ
ス

が
枯
れ
る
と
ｔ
壌
の
表
面
に
還
り
肥
沃
な
上

と
な
る
。
マ
カ
イ
バ
リ
茶
回
で
は
、　
一
九
四

五
年
よ
り
三
代
Ｈ
茶
国
■
バ
ナ
シ
ー
が
マ
ル

チ
ン
グ
を
導
入
し
た
。

敷
地
の
三
分
の

一
（約
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

が
原
生
林
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
マ
カ
イ
バ

リ
茶
国
で
は
　
無
数
の
動
物
が
野
■
の
ま
ま

‘
ら
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｗ
Ｆ

（肛
界
山
外
保
護

基
金
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る

一頭
の
ベ
ン
ガ

ル
ト
ラ
を
は
じ
め
、
十
八
頭
の
ヒ
ョ
ウ
、
ン

カ
、
ウ
サ
ギ
、
す
ル
、
ガ
チ
ョ
ウ
、
三
百
種

類
以
上
の
野
月
、
一十
種
類
以
Ｌ
も
の
蝶
な
ど
、

ま
さ
に
自
然
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
あ
る
。

マ
カ
イ
バ
リ
共
同
で
は
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊

を
作
り
、
原
■
林
を
毎
日
壁
祭
し
、
週
に

一

度
行
わ
れ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
動
物
た
ち
の

様
ｒ
が
報
告
さ
れ
る
。
自
然
と
人
間
が
共
生

す
る
た
め
に
は
、
生
態
系
の
小
さ
な
異
変
に

い
ち
早
く
気
づ
き
　
対
処
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
あ
る
。

植
物
や
動
物
と
共
に
茶
日
の
中
で
重
要
な

役
割
を
担
う
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ

，０
，コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
健
康
で
幸
せ
な
生
活

を
送
る
た
め
に
、
バ
ナ
ジ
ー
は

「女
性
の
参

加
一
に
Ｆ
絆
常
）あ
て
、
先
駆
的
な
取
り
組
み

を
導
入
し
た
．

バ
ナ
ジ
ー
は
茶
回
の
群
常
に
女
性
の
力
が

必
要
だ
と
考
え
る
．
何
故
な
』
ば
　
バ
ナ
ジ

ー
は
常
に
茶
国
の
人
々
と
と
も
に
働
き
、
彼

ら
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
こ
と

で
、
女
性
が
い
か
に
上
手
く
　
社
会
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
版
で
あ
る

「
杢
庭
」
を
マ
ネ
ー
ジ
し
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

一女
性
の
経
営
参
加
」
を
視
野
に
入
れ
、
フ

エ
ア
ト
レ
ー
ド
に
加
盟
し
た
こ
と
、
そ
し
て

女
性
初
の
監
督
者
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
そ

の
後
の
マ
カ
イ
バ
リ
茶
日
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
生
活
を

一
変
さ
せ
た
だ
け
で
な

く
　
マ
カ
イ
バ
リ
茶
同
の
経
営
皇Ｈ
体
も
充
実

し
た
も
の
へ
と
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
，

一
九
九
四
年
　
マ
カ
イ
バ
リ
茶
回
は
ド
イ

ツ
　
ボ
ン
に
本
部
を
置
く
】
８
ラ
Ｆ
〓

，

一０
「”
２
３
¨̈
Ｌ

（■
「̈
Ｌ
【一『”
０
の
「ヽ
０
こ
〓
づ
¨

Ｏ
『”
”
土̈
譴

一̈ｃ
●
´
〓
〓
『』̈
摯
一０
コ
”
ヽ
以
下
、

Ｆ
Ｌ
●
）
に
生
産
者
と
し
て
加
盟
し
た
。
そ

し
て
こ
れ
を
機
に
、
マ
カ
イ
バ
リ
茶
日
の
女

性
は
よ
リ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
プ
を
と
る
よ
う
に

な
り
、
茶
国
の
社
会
福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

本
格
的
に
始
動
し
て
い
っ
た
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
　
　
九
六
０
年
代
に

経
済
的
、
社
会
的
に
，
一場
の
弱
い
生
産
者
に

対
し
て
通
常
の
国
際
市
場
価
格
よ
り
も
高
い

価
格
で
継
続
的
に
取
引
し
、
途
Ｌ
国
の
自
立

を
促
す
と
い
う
、
人
道
的
側
面
が
強
い
社
会

運
動
と
し
て
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
始
ま
っ
た
。
当

初
、
卓
の
根
運
動
だ

っ
た
活
動
は
、
　

●
●

六
一＋
―
月
現
在
ｒ
Ｌ
Ｏ
の
ド
、　
．―
力
国
の

同
レ
ベ
ル
組
織
が
加
盟
し
、
市
の
五
十
力
国

の
六
百
三
十
七
生
産
者
団
体
、
及
び
北
の
人

百
五
十
四
の
関
連
企
業
と
連
帯
し
て
世
界
的

に
活
動
を
広
げ
て
い
る
．

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
、
環
境
に
優
し
い
農

業
や
、
よ
り
よ
い
延
■
な
ど
に
取
り
組
む
生

オ
者
に
対
し
て
　
代
金
の
前
払
い
と
、
長
期

の
取
引
を
保
証
し
て
い
る
。
ま
た
、
■
た
者

は
売
り
上
げ
の
一
部

（奨
励
金
一
を
直
接
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
資
金
が
環
境
保

全
や
■
一■
回
上
の
支
援
に
延
用
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
つ
て
い
る
．

動物との人生 :マカイバリ茶国で生息する鳥たち
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マ
カ
イ
バ
リ
茶
同
の
紅
茶
は
日
本
を
は
じ

め
　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
　
フ

ラ
ン
ス
を
中
心
に
、
世
本
‘
国
で
販
売
さ
れ

デ
、
い
る
．

売
り
上
げ
の

一
部
と
し
て
茶
国
に
戻
っ
て

く
る
，
励
全
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
か

ら
選
挙
で
選
ば
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
工
■
さ
れ

る

．ジ
ョ
イ
ン
ト
　
ボ
デ
ィ
ー
」
の
日
■
に

直
接
入
金
さ
れ
、
資
金
の
使
い
道
は
，
コ
イ

ン
ト
　
ボ
デ
ィ
ー
が
会
議
に
よ

っ
て
決
め

，０
．ジ

ョ
イ
ン
ト
　
ボ
デ
ィ
ー
は
―
人
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
七
人
が
女
性
で
あ
る
．

■
励
今
は
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
社
会
福
祉

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
あ
て
ら
れ
る
が
、
そ
の
細

部
に
は
女
性
で
あ
り
、
■
■
で
あ
る
彼
女
た

ち
の
意
見
が
実
に
良
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
多
く
の
女
性
は
　
茶

摘
み
の
■
事
に
従
■
し
て
い
る
．
母
刹
が
安

心
し
て
恭
摘
み
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
、
と

茶
畑
の
そ
ば
に
は
“
児
所
が
建
て
ら
れ
た
．

無
料
で
利
用
で
き
る
こ
の
託
児
所
シ
ス
テ
ム

は
、
茶
同
で
働
く
女
性
の
声
か
ら
生
ま
れ
た
．

ｒ
ど
も
の
教
育
は
最
も
大
切
で
あ
る
．
茶

日
の
中
に
　
つ
あ
る
崚
府
系
の
小
学
長
は

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
よ
る
奨
励
令
で
建
て
ら

れ
た
．
ト
イ
レ
も
完
備
さ
れ
て
い
る
．
イ
ン

ド
の
減
府
系
の
小
学
校
に
は
ト
イ
レ
が
，
い

学
校
が
少
な
く
な
い
。
教
育
費
と
教
材
賛
も

栞
励
金
で
ま
か
な
わ
れ
る
．

マ
カ
イ
バ
リ
茶
同
に
お
け
る
五
年
間
の
初

等
教
育
終
ｒ
■
は
　
●
●
％
で
あ
り
、
イ
ン

ド
全
体
が
四

　

人
％

一二
●
●
三
ヽ
四
年
）

で
あ
る
の
に
比
べ
る
と
画
期
的
な
数
値
で
あ

る
そ
の
他
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
の
選
択
肢

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

教
〓
も
開
い
た
．

父
励
金
で
建
て
ら
れ
た
共
同
内
の
診
療
所

で
は
、
無
料
で
診
容^す
ゲ・受
け
る
こ
と
が
で
き

る
．
必
要
な
共
や
、
子
ど
も
た
ち
の
Ｆ
防
接

種
な
ど
も
す
べ
て
無
料
で
あ
る
．
ま
た
　
緊

急
で
病
院
に
行
く
際
に
は
　
奨
励
金
で
喘
人

し
た
救
急
車
を
利
用
で
き
る
．

本
国
内
に
は
勁
物
診
■
所
も
あ
り
、
十
日

内
に
■
●
動
物
は
、
無
料
で
診
察
　
予
防
接

種
、
来
の
処
方
を
受
け
ら
れ
る
．

マ
カ
イ
バ
リ
茶
日
で
は
、
新
し
い
事
業
を

起
こ
す
人
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
．
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
よ
る
■
励

〓^
」

，
■
保

無
刊
子
　
ま
た
は
低
利
■
で
，
■
け
ら
れ
、

事
業
を
始
め
る
際
の
軍
資
金
と
し
て
活
用
さ

れ
る
．

マ
カ
イ
バ
リ
茶
同
で
は
　
■
か
大
き
な
役

制
を
果
た
し
て
い
る
．
■
■
は
バ
イ
オ
ガ
ス

や
堆
肥
に
活
用
さ
れ
　
ミ
ル
ク
は
高
値
で
売

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
余

つ
た
牛
糞
は

マ
カ
イ
バ
リ
茶
同
が
彼
ら
か
ら
晰
入
す
る
．

こ
の
よ
う
に
、
生
活
の
た
め
だ
け
で
な
く
副

収
人
を
得
る
手
段
と
な
る
■
を
購
入
す
る
際
、

ベイ
リ
，
製
●
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

そ
の
他
、
茶
同
の
中
で
飲
食
店
や
雑
貨
店

経
営
な
ど
の
本
格
的
な
起
業
に
お
い
て
も
、

貸
付
金
制
度
は
Ｉ
用
さ
れ
て
い
る
．
現
在
の

と
こ
ろ
　
貸
付
金
の
回
収
率
は

一
●
●
％
で

あ
る
。

こ
の
他
、
■
励
令
は
、
家
の
改
修
■
専
費

へ
の
，
付
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
社
会
的
行

専
費
　
公
共
ト
イ
レ
設
置
な
ど
に
活
用
さ
れ

て
い
る
．

二
●
●
」（
年
度
、
マ
カ
イ
バ
リ
不
同
で
行

わ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
は
六
十
九
、　
一
九

九
四
年
の
Ｆ
Ｌ
Ｏ
へ
の
加
盟
以
来
　
約
八
百

五
卜
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
マ
カ
イ
バ
リ
茶
同
に
お
け
る

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
ヘ
の
取
り
組
み
は
　
Ｆ
Ｌ

Ｏ
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、　
一●
●
四
年
十

月
に
は
Ｆ
Ｌ
Ｏ
の
傘
下
に
あ
る
‘
”
ス

〓
ヽ
１

一̈
〓

「
【
〓

２
よ
り
発
刊
さ
れ
た

「「
レ
「”

【
”
，
し
に
―
え
∞
イ
ユ
ニ
〓
〓
〓
¨
●

２
『１
二
●
三

に
お
い
て
　
マ
カ
イ
バ
リ
茶

回
特
葉
が
組
ま
れ
、
茶
同
で
の
取
り
，
み
が

成
功
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
．

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
ヘ
の
加
盟
と
時
を
同
じ

く
し
て
、
バ
ナ
ジ
ー
は
女
性
初
の
監
需
者
を

採
用
し
た
。
伝
続
的
し
き
た
り
が
残
る
イ
ン

ド
の
僕
村
部
で
、
女
性
が
不
国
の
Ｆ
■
や
コ

ミヽ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
“
常
に
参
加
す
る
こ
と
は

“
め
て
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
．

女
性
初
の
監
■
ィ
が
誕
生
し
た
当
初
、
国

惑
し
た
の
は
”
＝
た
ち
よ
り
も
、
女
性
た
ち

だ
つ
た
そ
う
だ
。
伝
統
的
意
識
の
残
っ
て
い

た
茶
同
の
女
性
た
ち
が
、
女
性
の
監
書
者
の

2 1■ フオーラムll●lo1 46
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つ

■
茶
司
「
女
■
ｔ
■
■
　
女
性
力
嗜
〓
イ
ル

下
で
何
く
こ
と
へ
、
少
な
か
ら
ず
違
和
感
を

示
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
監
督
者
と
な

っ
た
女
性
の
献
身
的
な
働
き
に
理
解
を
示
す

女
性
た
ち
が
増
え
、
現
イー‥
で
は
彼
女
を
筆
頭

に
，
人
の
女
性
監
督
者
が
誕
生
し
、
製
茶
Ｌ

場
や
、
会
計
部
門
に
お
い
て
も
女
性
が
■
き

生
き
と
働
い
て
い
る
姿
に
出
会
え
る
．

女
性
の
経
■
参
加
と
同
時
に
バ
ナ
ツ
ー
が

力
を
注
い
で
い
っ
た
の
が
　
女
性
が
働
く
環

境
■
り
で
あ
っ
た
。

マ
カ
イ
バ
リ
茶
日
の
女
性
の
多
く
は
茶
摘

み
に
従
事
し
　
家
庭
に
戻
れ
ば
家
事
も
こ
な

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
■
労
働
を
強
い
ら
れ

て
い
た
．

彼
女
た
ち
を
最
も
国
ら
せ
て
い
た
の
は

日
々
の
水
汲
み
と
薪
集
め
で
あ
っ
た
。
女
性

と
子
ど
も
は
、
毎
朝
川
へ
水
汲
み
へ
、
森
ヘ

薪
を
集
め
に
　
何
時
間
も
壼
や
し
た
．

バ
ナ
ジ
ー
は
パ
イ
オ
，
ス
を
導
入
し
た
。

バ
イ
オ
ガ
ス
と
は
、
＋
黄
と
水
か
ら
メ
タ
ン

ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
　
料
理
用

の
ガ
ス
に
利
用
で
き
る
．
バ
イ
オ
ガ
ス
の
導

入
は
、
女
性
た
ち
を
重
労
働
か
ら
解
放
し
た

だ
け
で
な
く
　
煙
が
充
満
す
る
台
所
か
ら
も

解
放
し
た
の
で
あ
っ
た
．
バ
イ
オ
ガ
ス
に
必

要
不
可
欠
な
■
を
購
入
す
る
際
に
は
、
フ
エ

ア
ト
レ
ー
ド
に
よ
る
奨
励
金
の
貸
付
金
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

水
汲
み
対
策
と
し
て
、
バ
ナ
ン
ー
は
各
葉

落
に
■
水
タ
ン
ク
を
提
供
し
た
。
雨
水
を
匡

人
な
タ
ン
ク
に
貯
蔵
で
き
る
こ
と
で
、　
一
年

の
ほ
と
ん
ど
を
水
汲
み
す
る
必
要
が
，
く
な

女
性
た
ち
を
――
々
の
■
労
働
か
ら
解
放
し

た
結
果
、
女
性
た
ち
は
自
分
の
た
め
の
時
間

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
十
活
の
質
が
向
上

し
た
．

女
性
の
経
営
参
加
は
　
女
性
の
自
立
意
識

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
襦
■
充
実

へ
と
つ
な
が
っ
た
．

こ
の
よ
う
に
、
マ
カ
イ
バ
リ
茶
国
で
は
植

物
、
動
物
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
最
も
良
い

状
態
で
共
存
で
き
る
よ
う
　
最
善
の
ケ
ア
を

提
供
し
て
い
る
．
こ
の
よ
う
な
先
駆
的
な
取

り
組
み
は
　
バ
ナ
ツ
ー
自
身
が
自
ら
の
原
点

が
マ
カ
イ
バ
リ
茶
日
に
あ
る
こ
と
を
ｒ
信
し

て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
取
り
糾
み
を
通
し
て

茶
同
が
発
展
し
て
い
っ
た
の
は
、
バ
ナ
ツ
ー

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
強
い
信
頼
感
か
ら

生
ま
れ
て
き
た
賜
物
と

言
え
よ
２ヽ

●
業
に
関
わ
る
人
、
動
植
物
、
自
然
、
そ

れ
ら
す
べ
て
が
関
地
し
、
調
和
を
保
ち
、
良

い
状
態
で
あ
る
時
に
、
す
ば
ら
し
い
紅
茶
が

ム
日
つ
．

バ
ナ
ツ
ー
の
言
葉
ど
お
り
、
　

九
九
六
年

と
二
●
●

．
年
、
マ
カ
イ
バ
リ
茶
日
か
ら
‐――

品
さ
れ
た
社
茶
は
、
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

に
お
い
て
歴
代
世
界
最
高
値
を
記
録
し
た
の

で
あ
る
．

・ま

刊

一Ｆ
菫

書

―

書
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二
〇
０
●
年
二
月
、
有
限
会
社
マ
カ
イ
バ

リ
ジ
ャ
パ
ン

（以
ド
、
マ
カ
イ
バ
リ
ジ
ャ
バ

ン
）
は
、
マ
カ
イ
バ
リ
茶
回
の
ア
ン
ア
　
ロ

本
樅
代
理
店
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
　
家
族

経
営
の
企
業
で
あ
る
．

バ
ナ
ジ
ー
と
の
出
会

い
は
、
イ
ン
ド
人
の

友
人
を
介
し
て
で
あ

っ
た
。
九
年
に
わ
た
る

三
度
の
イ
ン
ド
班
在
を
終
え
、
商
社
を
早
期

退
職
し
た
０
井
古
汁
は
、
イ
ン
ド
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
．　
一
方
　
バ
ナ

ジ
ー
は
日
本
市
場
を
出
拓
し
よ
う
と
考
え
て

い
た
が
　
適
任
音
が
現
れ
ず
に
い
た
．

マ
カ
イ
バ
リ
■
回
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
企
業
は
、
家
族
経
〓

が
■
流
で
あ
る
．
バ
ナ
ジ
ー
の
ド
に
は
日
本

の
大
手
企
業
か
ら
の
誘
い
が
数
多
く
求
て
い

た
が
、
バ
ナ
ジ
ー
は
見
同
き
も
し
な
か
っ
た
。

石
オ
■
浩
と
話
し
合
う
う
ち
に
　
バ
ナ
ジ

ー
は
ア
ジ
ア
　
ロ
本
の
総
代
理
権
を
与
え
る

こ
と
を
■
意
し
た
．
石
＋
吉
件
が
イ
ン
ド
で

の
経
験
が
長
い
こ
と
　
そ
し
て
何
よ
り
茶
Ｈ

に
感
銘
を
受
け
て
い
る
こ
と
　
石
＋
吉
浩
の

要
　
洋
子
は
三
十
年
以
上
に
わ
た
り
山
本
食

品
を
愛
好
し
茶
国
が
実
践
し
て
い
る
農
法
に

深
い
理
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
長
女
　
道
子
、
イ
ン
ド
の
教

育
開
発
学
を
大
学
院
で
研
究
し
て
い
る
次

女
　
博
子
も
い
ず
れ
経
常
に
参
加
す
る
だ
ろ

う
　
と
い
う
こ
と
は
　
バ
ナ
ジ
ー
に
と

っ
て

こ
れ
以
上
な
い
適
任
者
だ
っ
た
．

イ
ン
ド
で
の
生
活
を
“
験
し
、
イ
ン
ド
で

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
恵
ま
れ
た

マ
カ
イ
バ
リ
ジ
■
バ
ン
に
と

っ
て
、
イ
ン
ド

ヘ
恩
返
し
を
す
る
こ
と
は
自
然
な
流
れ
で
あ

女性初の監督者

47 21● 沐
`i71-ラ

ムN。10`



ダージリン白内障キャンプ

つ
た
．
イ
ン
ド
で
生
活
を
し
て
い
る
と
、

様
々
な
境
過
の
人
に
出
会
い
、
お
，
い
に
協

力
し
あ
っ
て
生
き
て
い
く
瓜
■
を
感
じ
る
．

素
晴
ら
し
い
●
業
を
作
っ
て
く
れ
る
マ
カ

イ
バ
リ
茶
国
の
人
へ
　
そ
し
て
マ
カ
イ
バ
つ

茶
同
を
育
ん
で
く
れ
た
ダ
ー
ジ
リ
ン
ヘ
恩
返

し
を
．

マ
カ
イ
バ
リ
シ
ャ
パ
ン
が
始
動
し
た
マ

年
　
一生
産
者
と
消
費
者
の
顔
が
見
え
　
お

●
い
に
心
が
通

っ
て
い
る
紅
業
」
を
コ
ン
セ

ブ
ト
に
、
懸
け
橋
プ
ロ
ン

エ
ク
ト
が
ス
タ
ー

ト
し
た
．

懸
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
最
も
大
き
な
プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
が
、
ダ
ー
ン
リ
ン
自
内
陣
キ
ャ

ン
ブ

（以
下
、
自
内
陣̈
キ
ャ
ン
ブ
）
で
あ
る
．

一●
０
■
■
か
ら
始
ま
り
四
回
日
を
終
え

た
自
内
障
キ
ャ
ン
プ
は
、
マ
カ
イ
バ
リ
本
国

の
れ
茶
の
フ
ア
ン
で
い
ら
つ
し
や
る
、
埼
Ｔ

Ｌ
■
大
学
眠
科
学
教
室
主
任
教
授
　
米
谷
新

一よ
ね
や
　
し
ん
）
先
生
と
　
―
四
社
の
企

業
の
方
々
に
よ
る
脇
力
で
始
ま
っ
た
。

ダ
ー
ジ
リ
ン
で
は
未
だ
に
多
く
の
人
が
自

内
障
に
占
し
み
、
た
と
え
手
術
を
受
け
ら
れ

た
と
し
て
も
、
術
後
感
染
に
よ
っ
て
矢
明
す

る
人
も
少
な
く
な
い
。

コ
■
術
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
人
ヘ
マ

ハ
ラ
ジ
ャ

（最
高
級
）
の
手
術
を
提
供
す
る
一

″
ヨ

ン
セ
ツ
ト
に
始
ま
っ
た
白
内
障
キ
ャ
ン

プ
の
初
年
一度
は
、
手
術
用
大
型
阪
微
鏡
　
イ

ン
ド
の
政
府
系
病
院
で
は
第

一
号
と
な
る
子

術
用
超
音
波
装
置
を
は
じ
め
、
包
帯

一
つ
に

，
る
ま
で
、
給
重
予

一
ト
ン
に
も
な
る
手
術

に
必
要
な
資
材
を
４
輸
で
運
び
入
れ
た
。

白
内
障
キ
ャ
ン
プ
の
舞
台
と
な
っ
た
、
イ

ン
ド
政
府
の
カ
ー
シ
オ
ン
ロ
立
病
院
で
は
、

米
谷
先
生
白
ら
が
執
刀
し
　
四
回
日
を
終
え

た
時
点
で
百
二
人
の
患
者
が
無
料
で
手
術
を

受
け
た
。

■
０
●
五
年
に
は
、
日
本
の
医
業
品
会
社

の
招
待
で
　
カ
ー
シ
オ
ン
国
●
病
院
の
現
地

ド
ク
タ
ー
が
、
東
京
で

一
週
間
の
研
修
を
受

け
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

現
地
ド
ク
タ
ー
ヘ
の
技
術
移
転
も
視
町
に

い
れ
た
白
内
障
キ
ャ
ン
フ
は
、
人
「後
も
継
続

さ
れ
て
い
く
，

消
費
者
の
方
に
　
マ
カ
イ
バ
リ
茶
同
の
取

り
組
み
を
最
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
は

現
地
に
赴
い
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
．
二
●

●
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
エ
コ
ツ
ア
ー
は
　
旅

行
会
社
と
提
携
し
　
過
去
■
度
実
施
さ
れ
た
。

ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
茶
同
の
取
り
組
み
や
、

実
際
に
茶
畑
を
歩
く
こ
と
で
、
マ
カ
イ
バ
リ

茶
同
の
農
法
や
働
い
て
い
る
人
々
に
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
　
参
加
者
に
と
っ
て
も
茶
同

の
人
々
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ

ｉ
Ｏ
●
六
年
か
ら
は
茶
日
の
中
に
エ
コ
ハ

ウ
ス
が
で
き
、
参
加
者
は
茶
国
の
中
で
宿
泊

す
る
こ
と
が
で
ヽ
た
。
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
速
常

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
結

，１１
費
の
　
部
は
彼
ら
の
収
入
と
な
る
。

茶
国
で
の
生
活
を
体
験
し
た
い
人
に
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
家
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
行
っ
て
い
る
。
宿
泊
費
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
収
入
と
な
る
．

長
期
滞
在
を
希
望
す
る
人
に
は
、
米
国
か

ら
宿
題
が
出
さ
れ
る
。
そ
の
人
が
茶
国
で
豊

か
な
時
間
を
過
ご
す
お
返
し
に
、
茶
国
に
何

か
を
還
元
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
カ
イ
バ
リ
茶
国
に
は
、
毎
年
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
多
く
の
若
イ
が
訪
れ
る
．
茶
国
が
受

け
入
れ
る
の
は
　
専
門
分
野
を
■
ち
、
茶
同

に
何
か
を
還
元
で
き
る
者
に
限
る
．
過
去
の

例
で
は
、
茶
国
に
生
息
す
る
す
べ
て
の
野
車

を
採
収
し
　
調
べ
、
標
本
に
し
た
人
．
茶
同

の
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と

の
楽
し
さ
を
教
え
た
人
．
茶
国
に
著
ち
て
い

る
ゴ
ミ
問
題
に
気
づ
き
、
子
ど
も
と
共
に
ゴ

ミ
拾
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
人
な
ど
、

若
者
な
が
ら
様
々
に
工
夫
し
、
茶
国
に
還
元

を
し
て
い
る
．

″自
分
探
し
，
で
訪
れ
る
　
方
的
な
関
係
で

は
な
く
、
滞
在
者
も
茶
回
の
人
も
、
共
に
有

意
義
な
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
厳
し

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
　
双

方
の
成
長
の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
だ
と
、

バ
ナ
ツ
ー
は
考
え
て
い
る
．

こ
の
よ
う
に
、
消
費
者
が
生
産
者
と
閲
わ

り
合
い
、
お
互
い
に
理
解
を
深
め
、
共
に
戊

長
し
あ
う
こ
と
は
　
物
理
的
に
離
れ
て
い
る

消
費
者
、
そ
し
て
そ
の
懸
け
橋
の
役
Ｈ
を
す

る
マ
カ
イ
バ
リ
ジ
ャ
パ
ン
も
、
マ
カ
イ
バ
リ

茶
国
に
お
け
る
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
の

一
つ
な
の
で
あ
る
．

植
物
、
動
物
、
人
間
が
共
″
　
共
生
す
る
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至
る
ま
で
　
絶
重
豊

一
ト
ン
に
も
な
る
手
術

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
家

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

植
物
、
動
物
、
人
間
が
共
存
　
共
十
す
る

…

21世紀のインドー■代世界への問いかけ

マ
カ
イ
バ
リ
茶
国
内
の
取
り
組
み
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
茶
国
に
関
わ
る
人
々
が
繋
か
り
、

お
け
い
に
影
響
し
あ
い
　
そ
し
て
そ
れ
を
ま

た
茶
日
に
還
■
す
る
。
そ
の
こ
と
こ
そ
が

バ
ナ
ジ
ー
が
理
想
と
す
る
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
祝
点
に
立
っ
た
持
競
可
能
な
茶
日
経
営
な

の
で
あ
る
．

で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
人
日
の
約
六
０
％
を
占

め
る
農
民
が
、
持
続
可
能
な
視
点
に
立
っ
た

農
業
を
実
践
す
れ
は
、
イ
ン
ド
が
抱
え
て
い

る
０
困
を
も
克
服
で
き
る
と
彼
は
信
じ
て
い

′０
．

胃

連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
］

「

●
”

ω
ｃ
”
「
ａ

ｃ
ヽ
「
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